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『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
引
の
『
宇
多
天
皇
御
記
』

―

そ
の
基
礎
的
考
察―

古　

藤　

真　

平

序

　
「
阿
衡
の
紛
議
」
と
も
言
わ
れ
る
阿
衡
事
件
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に

父
帝
光
孝
天
皇
の
崩
御
を
承
け
て
踐
祚
・
即
位
し
た
宇
多
天
皇
が
、
太
政
大
臣

藤
原
基
経
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
起
き
た
政
争
で
あ

る
。
事
件
に
関
す
る
基
本
史
料
を
収
め
て
い
る
の
が
、『
政
事
要
略
』巻
第
三
十
、

阿
衡
事
で
あ
り
、
そ
の
中
に
『
宇
多
天
皇
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
八
条
が
抄

出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
八
日
分
の
日
記
は
、
阿
衡
事
件
の
経
過
を
物
語
る
史
料
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
宇
多
天
皇
の
個
性
、
学
識
を
窺
わ
せ
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
多

く
の
先
学
が
注
目
し
て
き
た
が
、
文
章
に
即
し
て
検
討
す
る
余
地
は
少
な
か
ら

ず
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
事
件
の
経
過
を
物
語
る
基
本
史

料
と
し
て
、
そ
の
基
礎
的
な
読
解
を
試
み
て
み
た
い
。

一　

阿
衡
事
件
の
概
要
と
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事

　

序
で
述
べ
た
よ
う
に
、
阿
衡
事
件
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
八
月
二
十
六

日
に
父
帝
光
孝
天
皇
（
八
三
〇
〜
八
八
七
。
在
位
八
八
四
〜
八
八
七
）
の
崩
御
を

承
け
て
踐
祚
・
即
位
し
た
宇
多
天
皇
（
八
六
七
〜
九
三
一
。
在
位
八
八
七
〜
八
九

七
）
が
、
太
政
大
臣
藤
原
基
経
（
八
三
六
〜
八
九
一
）
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を

与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
起
き
た
政
争
で
あ
る
。

　

そ
の
前
提
と
な
る
の
が
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
六
月
五
日
に
宣
布
さ
れ
た

光
孝
天
皇
の
勅
で
あ
る
。
同
勅
は
、
同
年
二
月
四
日
に
踐
祚
、
同
月
二
十
三
日

に
即
位
し
た
天
皇
が
、
五
月
二
十
九
日
、
基
経
が
在
任
し
て
い
た
太
政
大
臣
の

職
掌
に
つ
い
て
学
者
達
に
議
論
さ
せ
た
こ
と
を
承
け
た
も
の
で
、

か
り
に
職
と
す
る
と
こ
ろ
無
く
有
る
べ
く
と
も
、
朕
が
耳
目
腹
心
に
侍
る

と
こ
ろ
な
れ
ば
、
特
に
朕
が
憂
ひ
を
分
か
つ
と
も
思
ほ
す
を
、
今
日
よ
り
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官
庁
に
坐
し
て
、就
き
て
万
政
を
領
べ
行
ひ
、入
り
て
は
朕
が
躬
を
輔
け
、

出
で
て
は
百
官
を
総
ぬ
べ
し
。
奏
す
べ
き
の
事
、
下
す
べ
き
の
事
、
必
ず

先
に
諮
り
稟
け
よ
。
朕
将
に
垂
拱
し
て
成
る
を
仰
が
む
と
す
と
宣
る
御
命

を
衆
聞
き
給
へ
と
宣
る
。

と
宣
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
日
本
三
代
実
録
』
か
ら
抄
出
し
て
書
き
下
し
た
）。

　

学
者
達
の
議
論
か
ら
は「
師
範
訓
導
の
み
に
は
非
ず
あ
り
け
り
。
内
外
の
政
、

統
べ
ざ
る
こ
と
无
く
も
有
る
べ
か
り
け
り
」
と
い
う
解
釈
は
導
き
出
せ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
太
政
大
臣
の
具
体
的
な
職
掌
を
明
ら
か
に
で
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仮
に
太
政
大
臣
の
職
掌
と
い
う
べ
き
も
の
が
官
制
上
は
な

い
と
し
て
も
、
自
分
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
官
庁
を
統
括
し
、
全
て

の
上
奏
・
宣
下
案
件
の
諮
問
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
形
で
、
基
経
を
執

政
の
任
に
当
た
ら
せ
る
と
い
う
の
が
こ
の
勅
の
主
旨
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
基
経

に
与
え
ら
れ
た「
奏
す
べ
き
の
事
、
下
す
べ
き
の
事
、
必
ず
先
に
諮
り
稟
け
よ
」

と
い
う
権
限
が
「
関
白
」
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る（

１
）。

　

仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
に
即
位
式
を
終
え
た
宇
多
天
皇
は
、
十
一
月
二
十

一
日
の
詔
書
で
基
経
の
職
務
に
つ
い
て
「
其
万
機
巨
細
、
百
官
惣
己
。
皆
関
白

於
太
政
大
臣
、
然
後
奏
下
、一
如
旧
事
」（「
其
れ
万
機
巨
細
、百
官
己
に
惣
べ
よ
。

皆
太
政
大
臣
に
関あ
づ
かり
白ま
う

し
、然
し
て
後
に
奏
し
下
す
こ
と
、一
に
旧
事
の
如
く
せ
よ
」）

と
述
べ
、執
政
の
任
に
当
た
る
よ
う
に
命
じ
た
。
光
孝
朝
に
お
い
て
と
同
様
に
、

全
官
庁
を
統
轄
し
、
大
小
全
て
の
上
奏
・
宣
下
案
件
を
基
経
に
諮
る
よ
う
に
と

命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
関
白
」
の
称
が
初
見
す
る
。
基
経
が
閏
十
一
月

二
十
六
日
に
上
っ
た
辞
表
に
対
す
る
翌
二
十
七
日
の
勅
答
に
「
宜
以
阿
衡
之
任

為
卿
之
任
」（「
宜
し
く
阿
衡
の
任
を
以
て
卿
の
任
と
す
べ
し
」）
と
書
か
れ
て
い
た（
２
）

こ
と
が
政
治
問
題
化
し
た
の
が
阿
衡
事
件
で
あ
る
。

　

光
孝
天
皇
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
形
で
宇
多
天
皇
の
即
位
を
実
現
し
た
基
経

で
は
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
権
力
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
新
天
皇
と
の
関
係

を
新
し
く
築
き
上
げ
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
詔
書
・
勅
答
の
作
成

を
務
め
た
橘
広
相
（
当
時
参
議
左
大
弁
文
章
博
士
。
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
、

正
四
位
下
に
昇
叙
）
が
そ
の
娘
義
子
を
宇
多
天
皇
が
即
位
す
る
前
に
嫁
が
せ
、

仁
和
元
・
二
年
（
八
八
五
・
八
八
六
）
に
外
孫
（
斉
中
親
王
・
斉
世
親
王
）
が
誕

生
し
て
い
た
こ
と
は
、
基
経
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
基
経
は
、
学
者
の
藤
原
佐
世
が
「
中
国
古
代
の
阿
衡
は
実
権
を
伴
わ
な

い
官
で
あ
っ
た
か
ら
、天
皇
の
真
意
は
基
経
の
執
政
を
停
止
す
る
こ
と
に
あ
る
」

と
述
べ
た
こ
と
を
聞
き
入
れ
て
太
政
官
の
政
務
に
関
わ
る
こ
と
を
止
め
る
こ
と

で
、
広
相
を
失
脚
さ
せ
、
天
皇
を
譲
歩
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
阿
衡
事
件
の
基
本
史
料
を
収
め
て
い
る
の
が
、『
政
事
要
略
』
巻
第
三

十
、
阿
衡
事
（
以
下
「『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
」、「
阿
衡
事
」
な
ど
と
略
記
す
る
）

で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔

か
ら
翌
四
年
十
一
月
の
も
の
と
見
ら
れ
る
菅
原
道
真
「
奉
昭
宣
公
書
」
ま
で
の

史
料
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
基
経
の
関
白
任
命
に
関
す
る
詔
書
・
辞
表
・
勅
答

　

仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
詔
書
／
同
年
閏
十
一
月
二
十
六
日
辞
表
／
同
年
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閏
十
一
月
二
十
七
日
勅
答

（
二
）
阿
衡
の
職
掌
に
つ
い
て
の
学
者
達
の
勘
文

　

仁
和
四
年
四
月
二
十
八
日
勘
文
（
中
原
月
雄
・
善
淵
愛
成
連
名
）
／
同
年
某
月

某
日
勘
文
（
橘
広
相
）
／
仁
和
四
年
五
月
二
十
三
日
勘
文
（
紀
長
谷
雄
・
三
善

清
行
・
藤
原
佐
世
連
名
）
／
仁
和
四
年
「
五
月
廿
□
日
勘
文
（
月
日
は
新
訂
増

補
国
史
大
系
本
の
校
訂
注
に
よ
る
。
作
成
者
は
不
明
だ
が
、
内
容
か
ら
見
て
、
反

広
相
の
論
者
の
も
の
で
あ
る
）
／
仁
和
四
年
五
月
三
十
日
勘
文
（
長
谷
雄
・
清

行
・
佐
世
連
名
）／
仁
和
四
年
六
月
某
日
勘
文
（
内
容
不
明
。
月
雄
・
愛
成
連
名

か
）

（
三
）『
宇
多
天
皇
御
記
』（
以
下
『
御
記
』）
か
ら
の
抄
出
（
仁
和
四
年
五
月
十
五

日
〜
十
一
月
三
日
条
）

（
四
）
仁
和
四
年
六
月
二
日
詔
書
（
宣
命
体
）

（
五
）
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
勘
文
「
勘
申
左
大
弁
正
四
位
下
橘
朝
臣
広
相
犯

罪
事
」

（
六
）「
奉
昭
宣
公
書
菅
丞
相
讃
州
刺
史
時
」

　

阿
衡
事
の
中
で
、
事
件
の
仁
和
四
年
に
入
っ
て
か
ら
の
展
開
を
物
語
る
最
初

の
史
料
は
、
四
月
二
十
八
日
に
提
出
さ
れ
た
「
阿
衡
」
の
任
に
関
す
る
明
経
道

の
学
者
善
淵
愛
成
・
中
原
月
雄
に
よ
る
勘
文
（（
二
））
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、

勅
答
の
作
者
橘
広
相
と
彼
を
難
じ
る
学
者
達
と
の
間
の
議
論
が
、
朝
廷
を
舞
台

と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　

五
月
十
五
日
に
は
、
基
経
自
身
が
天
皇
に
書
状
を
奉
呈
し
、
明
経
博
士
達
が

阿
衡
に
は
典
職
が
な
い
と
勘
申
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
擬
さ
れ
た
自
分

を
外
し
て
太
政
官
の
政
務
を
執
行
し
て
欲
し
い
と
、
自
ら
の
政
務
非
協
力
を
正

当
化
し
た
こ
と
が
『
御
記
』
同
日
条
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

五
月
二
十
九
日
に
は
天
皇
が
左
大
臣
源
融
を
召
し
、
左
近
陣
座
で
公
卿
達
に

善
淵
愛
成
・
藤
原
佐
世
等
の
勘
文
と
橘
広
相
の
勘
文
を
吟
味
さ
せ
た
が
、
天
皇

と
公
卿
達
で
は
是
非
を
見
極
め
が
た
く
、
双
方
が
議
論
す
る
の
を
直
に
聴
い
て

判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
日
後
の
六
月
一
日
、
天
皇
の
御
前
に
融
が
侍

し
、
広
相
・
佐
世
・
月
雄
を
召
し
て
対
論
さ
せ
た
が
、
双
方
譲
ら
ず
、
天
皇
は

結
論
を
出
せ
な
い
と
判
断
し
、
万
機
の
事
が
滞
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
、
融
を
基
経
邸
に
遣
わ
し
て
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）

の
心
の
如
く
万
事
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
（
以
上
『
御
記
』
六
月
一
日
条
）。

　

六
月
二
日
早
朝
、
融
が
天
皇
に
行
っ
た
報
告
は
、
基
経
は
一
旦
承
諾
し
な
が

ら
、
や
は
り
「
阿
衡
」
問
題
が
決
着
し
な
け
れ
ば
執
政
に
は
復
帰
で
き
な
い
と

述
べ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（『
御
記
』
六
月
二
日
条
）。
融
は
、
基
経
を

執
政
の
任
に
復
帰
さ
せ
る
権
謀
と
し
て
、
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日

の
勅
答
）
を
改
め
て
施
行
す
る
こ
と
を
強
く
進
言
し
、
天
皇
は
そ
れ
を
不
可
と

思
い
な
が
ら
も
結
局
は
承
諾
し
た
（『
御
記
』
十
一
月
三
日
条
）。
か
く
し
て
改

正
詔
書
が
施
行
さ
れ
た
（（
四
））。

　

六
月
二
十
九
日
に
は
大
祓
の
儀
の
執
行
に
当
た
っ
て
広
相
が
完
全
に
孤
立
す

る
事
件
が
起
き
た
（『
御
記
』
九
月
十
日
条
）。
事
件
が
終
結
に
向
け
て
大
き
な

展
開
を
始
め
た
の
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
広
相
を
断
罪
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
強
ま
る
中
で
、
九
月
十
七
日
、
天
皇
は
基
経
に
善
処
を
要
請
す
る
書

簡
を
送
っ
た
（『
御
記
』
同
日
条
）。
そ
し
て
、
十
月
六
日
に
は
基
経
の
娘
温
子
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を
入
内
さ
せ
、
後
日
女
御
と
し
（『
日
本
紀
略
』
六
日
・
九
日
・
十
三
日
条
な
ど
）、

基
経
が
外
戚
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
道
を
開
く
と
い
う
譲
歩
策
を
講
じ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
基
経
も
妥
協
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
既
に
進
め
て
い
た
広
相
の
処
断
と
い
う
動
き
を
即
座
に
緩
め
る
こ
と
は
せ

ず
、
十
月
十
三
日
、
広
相
が
詔
書
を
作
り
誤
っ
た
罪
の
量
刑
が
惟
宗
直
宗
・
凡

春
宗
等
に
命
じ
ら
れ
（『
日
本
紀
略
』）、
十
五
日
付
の
桜
井
貞
世
・
凡
春
宗
・
惟

宗
直
宗
連
名
に
よ
る
勘
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（（
五
））。

　

十
月
二
十
七
日
、
天
皇
は
基
経
に
書
簡
を
送
っ
て
本
懐
を
述
べ
た
。
基
経
か

ら
の
返
書
に
は
、
広
相
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
承
っ
た
こ
と
で
す
（
広
相
の

処
断
を
求
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
）、
事
件
に
つ
い
て
は
、
仁
和
三
年
の
十
一
月

二
十
一
日
詔
と
閏
十
一
月
二
十
七
日
詔
が
相
違
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
た
た
め
に
官
奏
を
見
な
か
っ
た
だ
け
で
す
、
六
月
に
詔
書
を
改
正
し
て
宣

布
し
た
の
は
失
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
、
と
書
か
れ
て
い
た
。
天
皇
は
こ

れ
を
以
て
事
件
落
着
の
一
区
切
り
が
で
き
た
と
安
心
し
、
広
相
を
召
し
て
職
に

戻
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
（『
御
記
』
同
日
条
）。

　

以
上
が
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
を
主
要
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
事
件
の
概
略

で
あ
る
。
序
で
述
べ
た
よ
う
に
、（
三
）
の
『
御
記
』
の
各
条
を
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
を
本
稿
の
課
題
と
す
る
関
係
で
、
特
に
仁
和
四
年
五
月
十
五
日
か
ら

事
件
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
に
重
心
を
お
く
こ
と
に
な

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
以
後
、

四
年
五
月
十
五
日
以
前
の
事
件
の
経
過
の
検
討
も
重
要
な
研
究
課
題
と
な
る

が
、
必
要
な
限
り
で
言
及
す
る
に
止
め
、
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
阿
衡
事
に
は
、
中
国
の
古
典
に
見
え
る
阿
衡
に
つ
い
て

の
学
者
達
の
勘
文
や
、
広
相
の
量
刑
に
関
す
る
勘
文
な
ど
、『
御
記
』
以
外
の

重
要
な
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
正
確
に
取
り
扱
い
、『
御
記
』

の
理
解
と
総
合
し
て
行
く
こ
と
に
つ
い
て
も
将
来
の
課
題
と
し
て
お
く
。

二　

阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
内
容

　

本
章
で
は
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
内
容
を
各
条
ご
と
に
検

討
し
て
い
く
。
引
用
は
基
本
的
に
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
政
事
要
略
』（
一

九
三
五
年
刊
。
以
下「
大
系
本
」と
略
す
）二
三
八
〜
二
四
一
頁
か
ら
行
う
。
但
し
、

句
読
点
に
つ
い
て
は
筆
者
の
読
み
に
よ
っ
て
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、『
大

日
本
史
料
』
第
一
編
之
一
（
一
九
二
二
年
刊
。
以
下
『
史
料
』）
が
引
用
す
る
『
政

事
要
略
』
の
テ
キ
ス
ト
に
も
採
る
べ
き
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
適
宜
参

照
す
る
。

（
Ａ
）
五
月
十
五
日
条
（
藤
原
基
経
が
天
皇
に
奏
状
を
奉
る
）

【
本
文
】「
御
日
記
云
。
仁
和
四
年
五
月
十
五
日
。
太
政
大
臣
進
奏
状
偁
。
可
被

定
行
雑
務
事
。
太
政
官
奏
事
。
右
国
家
之
事
、
一
日
万
機
。
而
自
去
年
八
月
迄

于
今
日
、
未
奏
太
政
官
所
申
之
政
云
々
。
…
伏
望
。
早
仰
執
奏
之
官
、
莫
令
擁

滞
万
機
。」（
大
系
本
二
三
八
頁
二
〜
八
行
目
）

　

太
政
大
臣
藤
原
基
経
が
奉
っ
た
奏
状
を
天
皇
が
五
月
十
五
日
に
受
け
取
り
、

そ
の
内
容
を
書
き
留
め
た
一
節
で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
五
月
十
五
日
条
に
「
太

政
大
臣
上
書
五
个
条
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
、
基
経
の
奏
状
の
表
題

が
「
可
被
定
行
雑
務
事
」
で
、
五
箇
条
か
ら
な
り
、
そ
の
内
の
最
も
重
要
な
一
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箇
条
「
太
政
官
奏
事
」
が
『
御
記
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

基
経
は
ま
ず
述
べ
る
。「
太
政
官
が
天
皇
に
奏
上
す
る
こ
と
と
は
、
国
家
の

こ
と
で
あ
り
、
一
日
万
機
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
去
年
八
月
（
宇
多
天
皇
が

踐
祚
し
た
八
月
二
十
六
日
の
こ
と
）
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
太
政
官
か
ら
の
天

皇
へ
の
奏
上
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
私
が
そ
れ
を
内
覧
し
て
奏
上
を
さ
せ
る
こ

と
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）」
と
。

　

こ
こ
ま
で
の
文
脈
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
米
田
雄
介
氏
が
提
示
さ
れ
た
理
解（
３
）

に
従
い
た
い
。
す
な
わ
ち
、
宇
多
天
皇
が
踐
祚
後
に
自
分
の
職
務
を
明
示
し
て

く
れ
る
こ
と
を
基
経
は
望
ん
で
い
た
が
、
天
皇
が
そ
う
し
な
か
っ
た
た
め
に
不

信
感
を
抱
き
、
即
位
式
（
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
）
以
前
に
、
光
孝
朝
で
就

い
て
い
た
執
政
の
職
務
を
辞
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

光
孝
朝
に
お
け
る
基
経
の
執
政
の
職
務
と
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

天
皇
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
全
官
庁
を
統
括
し
、
全
て
の
上
奏
・
宣
下
案
件

を
基
経
に
諮
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
自
動
的
に
宇
多

朝
に
引
き
継
が
れ
る
な
ら
ば
、
太
政
官
か
ら
天
皇
へ
の
奏
上
も
、
天
皇
の
命
を

太
政
官
が
諸
司
・
諸
国
に
仰
せ
下
す
こ
と
も
、
全
て
基
経
に
諮
る
と
い
う
こ
と

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
経
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う

な
執
政
の
職
務
は
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
は

な
く
、
光
孝
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
皇
が
崩
御
し

た
以
上
、
そ
の
職
務
は
新
天
皇
か
ら
再
度
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
継
続
さ
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
建
前
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
に
自
分

の
職
務
を
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
、
自
ら
の
権
力
を
強
固
な
も
の
と
し
、
天
皇

と
の
関
係
を
自
分
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
に
し
て
い
く
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

米
田
氏
は
、『
扶
桑
略
記
』
が
宇
多
天
皇
の
即
位
式
に
つ
い
て
記
す
仁
和
三

年
十
一
月
十
七
日
条
（
末
尾
に
「
已
上
御
記
」
と
あ
り
、
全
文
が
『
御
記
』
の
引

用
と
見
ら
れ
る
）
の
中
に
見
え
る
、
天
皇
が
基
経
に
送
っ
た
勅
書
に
つ
い
て
の

記
述
、即

送
勅
書
於
太
政
大
臣
云
。
今
日
之
事
、
平
安
令
果
、
歓
喜
無
涯
。
先
有

遺
託
之
命
。
況
余
已
為
孤
子
。
而
思
随
教
之
命
耳
。
如
此
之
言
、
若
有
辞

退
、更
亦
不
住
世
間
。
小
子
不
摂
世
間
之
政
、抛
小
君
之
号
、逃
隠
山
林
。

是
所
念
也
。

を
徴
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
「
も
し
基
経
が
執
政
を
辞
退
し
て
し

ま
う
な
ら
ば
、
自
分
に
は
政
治
を
執
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
、
君
主
の
号

を
抛
っ
て
山
林
に
逃
げ
隠
れ
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ

と
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
も
納
得
し
な
か
っ
た
基
経
へ
の

対
応
と
し
て
、
四
日
後
の
十
一
月
二
十
一
日
に
関
白
の
詔
書
を
出
す
と
と
も

に
、
基
経
の
異
母
妹
の
尚
侍
正
三
位
藤
原
淑
子
（
天
皇
の
養
母
で
も
あ
っ
た
）

を
従
一
位
に
叙
し
た
の
で
あ
る
、
と
。

　

十
一
月
十
七
日
の
勅
書
に
対
し
て
基
経
が
納
得
し
な
い
意
向
を
示
し
た
の
か

ど
う
か（
４
）
は
別
と
し
て
、
天
皇
が
即
位
式
を
了
え
た
当
日
に
基
経
に
書
状
を
送
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り
、
さ
ら
に
四
日
後
に
関
白
の
詔
書
を
出
し
た
こ
と
の
背
景
と
し
て
、
即
位
式

以
前
に
基
経
が
辞
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

続
け
て
、
基
経
な
り
の
理
由
付
け
が
述
べ
ら
れ
る
。「
去
年
十
一
月
二
十
一

日
の
詔
書
に
、
万
機
巨
細
に
つ
い
て
、
基
経
に
関
り
白
せ
、
と
あ
り
ま
し
た
。

自
分
は
幸
い
に
も
聖
主
が
治
め
る
無
為
の
御
世
に
遇
い
、
行
う
べ
き
事
が
ご
く

僅
か
し
か
な
い
臣
下
に
な
る
こ
と
が
で
き
る（

５
）と

喜
び
、
辞
任
の
上
表
を
奉
り
、

御
命
令
の
任
務
に
当
た
ら
せ
て
頂
き
ま
す
と
は
申
し
上
げ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
辞
表
に
対
し
て
出
さ
れ
た
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
に
は
、
阿
衡
の

任
を
汝
の
任
と
せ
よ
と
あ
り
ま
し
た
。
阿
衡
と
い
う
高
い
官
を
与
え
て
尊
ん
で

下
さ
る
の
は
、
素
餐
（
職
責
を
果
た
さ
ず
に
俸
禄
を
受
け
る
こ
と
）
の
責
務
を
与

え
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
但
し
、
阿
衡
と
は
ど

の
よ
う
な
任
で
あ
る
か
を
存
じ
ま
せ
ん
し
、
関
白
と
の
関
係
も
分
か
ら
ず
、
疑

問
を
持
っ
た
ま
ま
久
し
く
時
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
伏
し
て
聞
き
ま
す

に
、
左
大
臣
（
源
融
）
が
明
経
道
の
博
士
達
に
勘
申
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
阿
衡
と

い
う
の
は
典
職
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す）

6
（

。
典
職
が
な
い
と
い
う
こ
と
を

以
て
、
阿
衡
が
貴
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
と
て
も
そ

の
よ
う
な
阿
衡
の
任
に
は
堪
え
ま
せ
ん
が
、
阿
衡
に
分
職
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
自
分
が
願
っ
て
い
る
、（
無
為
の
御
世
に
遇
っ
て
）
行
う
べ
き
事

が
ご
く
僅
か
し
か
な
い
臣
下
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
に
合
致
し
ま
す
。
で
す

か
ら
、
伏
し
て
望
み
ま
す
こ
と
は
、
執
奏
の
官
（
太
政
官
）
に
（
天
皇
へ
の
奏

上
を
太
政
大
臣
基
経
が
関
知
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
）
命
令
を
下
し
、

万
機
を
滞
ら
せ
な
い
よ
う
に
な
さ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
。
皮
肉
を
込
め
た

言
辞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
衡
の
任
を
与
え
ら
れ
た
自
分
は
太
政
官
の
天
皇
へ
の
奏
上

を
関
知
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
が
奏
状
の
主
旨
で
あ
り
、
執
政
拒
否
を
正

当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
条
は
、『
日
本
紀
略
』
五
月
十
五
日
条
と
符
合

し
て
お
り
、『
御
記
』
五
月
十
五
日
条
と
認
定
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う

が
、『
扶
桑
略
記
』
五
月
九
日
条
、

　
　

五
月
九
日
。
太
政
大
臣
報
奏
云
。
奉
去
年
閏
十
一
月
廿
七
日
勅
、
宜
以
阿

　
　

衡
之
任
、
為
卿
之
任
者
。
…
抑
至
于
無
分
職
、
暗
合
臣
願
之
。

と
の
関
係
に
若
干
の
問
題
を
残
す
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　

こ
の
記
事
は
、『
政
事
要
略
』
に
見
え
る
『
御
記
』
十
五
日
条
の
記
事
よ
り

も
簡
略
化
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
共
に
『
宇
多
天
皇
御
記
』
の
同
じ
日
の
記

事
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
。『
扶
桑
略
記
』
の
日
付
が
『
政
事
要
略
』
阿
衡

事
の
そ
れ
よ
り
も
信
頼
性
が
高
い
と
は
思
わ
れ
ず
、
基
経
の
奏
状
が
天
皇
の
元

に
届
い
た
の
は
や
は
り
十
五
日
で
、
そ
れ
が
同
日
の
『
御
記
』
に
記
さ
れ
た
と

解
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
但
し
、「
太
政
大
臣
報
奏
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
基
経
が
奏
状
を
奉
っ
た
前
提
に
、
天
皇
が
基
経
に
書
状
を
送
っ
て
い
た

と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、「
九
日
」
が
そ
の
よ
う
な
書
状
の
往
復
の

日
付
に
つ
い
て
何
か
を
物
語
っ
て
い
る
可
能
性
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

（
Ｂ
）
六
月
一
日
条
（
学
者
討
論
決
着
せ
ず
。
基
経
に
前
詔
の
心
に
よ
っ
て
万
事
を
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行
う
よ
う
伝
達
す
る
）

【
本
文
】「
去
六
月
朔
日
。
左
大
臣
侍
簾
前
、
…
仍
去
五
月
廿
九
日
、召
左
大
臣
、

…
但
聞
彼
此
之
辞
論
相
定
非
。
仍
迨
于
今
日
、
召
件
人
於
殿
上
、
…
使
左
大
臣

就
太
政
大
臣
之
第
曰
。
如
前
詔
心
、
且
行
万
事
。」（
大
系
本
二
三
八
頁
八
行
目

〜
二
三
九
頁
一
行
目
）

【
校
訂
】
①
「
去
六
月
朔
日
」
の
「
去
」
に
つ
い
て
。『
史
料
』
は
Ａ
の
末
尾
を

「
莫
令
壅
滞
万
機
云
々
」（
一
〇
〇
頁
）、
Ｂ
の
冒
頭
を
「
六
月
朔
日
」
と
し
て

お
り（
一
〇
四
・
一
〇
九
頁
）、
校
訂
本
文
と
し
て
は
そ
の
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

従
っ
て
六
月
朔
日
条
と
読
ん
で
問
題
な
か
ろ
う
。
／
②「
但
聞
…
今
日
」を『
史

料
』
は
「
但
聞
…
相
定
是0

非
、
何0

迨
于
今
日
」
と
す
る
（
一
〇
九
頁
）。「
但
し

彼
此
の
辞
論
を
聞
き
て
是
非
を
相
ひ
定
め
ん
。
仍
り
て
今
日
に
迨お

よ

び
」
と
校
訂

を
加
え
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
一
節
に
は
、
ま
ず
、
六
月
一
日
に
御
前
で
学
者
達
の
対
論
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
、
宇
多
天
皇
の
考
え
が
一
気
に
書
か
れ
て
い
る
（「
仍

去
五
月
廿
九
日
」
の
前
ま
で
の
部
分
）。

　

簾
前
に
左
大
臣
（
源
融
）
が
侍
し
、
参
議
文
章
博
士
橘
広
相
・
右
少
弁
藤
原

佐
世
・
助
教
中
原
月
雄
を
召
し
て
対
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
は
、

太
政
大
臣
（
基
経
）
が
摂
政
（
こ
こ
で
は
執
政
の
意
味
）
を
辞
し
た
（
仁
和
三
年

閏
十
一
月
二
十
六
日
の
）
上
表
に
対
す
る
勅
答
に
あ
っ
た
「
以
阿
衡
之
任
、
為

卿
之
任
」
の
句
に
関
し
、
世
論
が
騒
然
と
な
り
、
大
閤
（
基
経
）
が
疑
義
を
抱

い
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
聴
い
た
左
大
臣
は
道
々
の
学
者
達
に
勘

申
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
阿
衡
は
殷
代
の
三
公
の
官
名
に
由
来
し
、
周
代
で

は
典
職
を
持
た
な
い
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
経
の
職
務
を
そ
の
よ
う
な
阿
衡
に

擬
す
る
と
い
う
こ
と
は
基
経
に
政
務
を
聴
か
な
く
て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
に

等
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、
宇
多
天
皇
と
し
て
は
、
周
代
の
三
公
は

王
と
職
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
り
、
王
が
天
下
の
事
を
統
括
す
る
以
上
、
三
公

も
天
下
を
統
括
す
る
こ
と
は
『
周
礼
』
の

か
ら
導
き
出
せ
る
理
で
あ
り
、
王

を
政
治
を
行
わ
な
い
者
と
論
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
佐
世
達
の
議
論
は
是
認
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

　

続
け
て
、
こ
の
日
の
対
論
の
前
提
と
な
る
五
月
二
十
九
日
の
陣
定
か
ら
、
こ

の
日
の
最
後
に
天
皇
が
決
め
た
方
策
ま
で
の
こ
と
が
書
か
れ
る
（「
仍
去
五
月
廿

九
日
」
か
ら
の
部
分
）。

　

学
者
達
に
議
論
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
左
大
臣
融
を
召
し
、
善
淵
愛
成
・
藤

原
佐
世
等
の
勘
文
と
広
相
の
勘
文
を
左
近
陣
頭
で
審
議
さ
せ
た
（
陣
定
で
あ
ろ

う
）
こ
と
、
双
方
の
論
の
是
非
は
決
し
が
た
い
と
い
う
結
論
が
融
か
ら
報
告
さ

れ
た
こ
と
、
天
皇
は
双
方
の
論
を
直
接
聞
い
て
是
非
を
判
断
し
よ
う
と
決
め
た

こ
と
、
そ
し
て
今
日
（
六
月
一
日
）
に
至
っ
た
こ
と
、
御
前
で
双
方
の
意
見
を

聴
い
た
が
と
も
に
譲
ら
ず
、
論
争
に
つ
い
て
の
結
論
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
万
機
の
事
が
滞
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
、
融
を
基

経
邸
に
遣
わ
し
て
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
の
心
の
如
く
万

事
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
六
月
一
日
の
議
論
の
様
子
に
つ
い
て
は
Ｆ
・
Ｈ
に
も
見
え
て
い
る
。

（
Ｃ
）
六
月
二
日
条
（
源
融
の
復
命
と
天
皇
の
憤
慨
）

【
本
文
】「
二
日
。
早
朝
、
左
大
臣
還
奏
曰
。
…
朕
以
為
不
可
然
。
先
日
、
先
帝
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左
執
愚
之
手
、
…
何
大
臣
出
如
是
異
議
哉
。
甚
為
不
便
。」（
大
系
本
二
三
九
頁

一
〜
六
行
目
）

　

前
日
、
太
政
大
臣
基
経
に
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
の
心

の
如
く
万
事
を
行
う
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
天
皇
の
命
の
伝
達
を
命
じ
ら
れ
た
融

が
、
翌
日
早
朝
に
天
皇
に
報
告
し
た
内
容
と
そ
れ
を
聞
い
て
憤
慨
し
た
天
皇
の

思
い
が
一
気
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

融
の
報
告
は
「
昨
日
（
六
月
一
日
）
の
暮
れ
に
仰
せ
の
旨
を
太
政
大
臣
に
お

伝
え
し
ま
し
た
。
太
政
大
臣
は
一
旦
は
承
諾
し
た
の
で
す
が
、
後
に
な
っ
て
、

『（
や
は
り
）
阿
衡
問
題
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
執
政
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
』

と
奏
上
し
て
下
さ
い
と
申
し
ま
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

天
皇
の
憤
慨
の
思
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
そ
の
よ
う
な
対
応

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
先
の
日
（
光
孝
天
皇
が
源
定
省
を
親
王
に
戻
し

た
仁
和
三
年
八
月
二
十
五
日
、
ま
た
は
、
定
省
親
王
が
立
太
子
し
、
光
孝
天
皇
が
崩

御
し
た
翌
二
十
六
日
で
あ
ろ
う
）
に
先
帝
（
光
孝
天
皇
）
は
、
左
手
で
私
の
手
を

執
り
、
右
手
で
相
国
（
基
経
）
の
手
を
執
り
、
相
国
に
託
し
て
こ
う
言
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
自
分
は
日
に
日
に
衰
え
て
い
る
。
そ
れ
が
何
事
に
よ
る
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
こ
の
人
（
宇
多
天
皇
）
の
こ
と
を
必
ず
や
卿
（
基
経
）
の
子
の
よ

う
に
思
っ
て
輔
弼
し
て
欲
し
い
、
と
。
そ
こ
で
、
帝
（
光
孝
天
皇
）
の
崩
御
後
、

朕
は
彼
の
大
臣
（
基
経
）
に
言
っ
た
の
だ
。
私
に
は
も
は
や
頼
る
べ
き
親
（
父

の
光
孝
天
皇
）
が
お
ら
ず
、
孤
児
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
政
事
の
こ
と
は
ま
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
。
卿
（
基
経
）
は
前
代
（
光
孝
天
皇
）
か
ら
摂
政
（
執
政
の
意
）

を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
朕
の
身
に
対
し
て
親
し
い
こ
と
父
子
の
よ
う
に
思

い
、
子
に
当
た
る
朕
の
治
世
で
摂
政
を
し
て
欲
し
い
、
と
。
そ
れ
に
対
し
て
、

大
臣
（
基
経
）
は
『
謹
ん
で
御
命
令
を
承
り
ま
し
た
。
必
ず
や
能
う
限
り
お
仕

え
致
し
ま
す
』
と
答
え
た
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
今
回
の
よ
う
な
異
議
を
申

し
立
て
た
り
す
る
の
か
、
甚
だ
不
都
合
な
こ
と
で
あ
る
」。

　

以
上
の
記
述
に
見
え
な
い
六
月
二
日
当
日
の
動
き
（
改
正
詔
書
の
作
成
を
め

ぐ
る
動
き
）
に
つ
い
て
は
Ｈ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｄ
）
六
月
五
日
条
（
橘
広
相
が
五
箇
条
の
愁
文
を
提
出
）

【
本
文
】「
五
日
。
広
相
朝
臣
奏
五
条
愁
文
。
…
」（
大
系
本
二
三
九
頁
六
行
目
〜

二
四
〇
頁
七
行
目
）

　

六
月
五
日
に
橘
広
相
が
提
出
し
た
五
箇
条
か
ら
な
る
愁
文
が
天
皇
の
手
許
に

届
き
、
そ
れ
を
天
皇
が
書
き
留
め
た
長
文
の
一
節
で
あ
る
。
五
箇
条
を
ほ
ぼ
原

文
の
通
り
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

五
箇
条
の
愁
文
は
広
相
が
学
者
の
立
場
か
ら
善
淵
愛
成
・
中
原
月
雄
・
藤
原

佐
世
の
意
見
に
反
論
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
殷
代
の
宰
相
伊
尹
が
任
じ

ら
れ
た
阿
衡
と
い
う
官
に
つ
い
て
、
広
相
は
、
殷
と
周
の
官
制
の
相
違
や
、
史

書
に
見
え
る
阿
衡
の
用
例
も
加
味
し
て
論
じ
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、『
尚

書
』・『
儀
礼
』
に
見
え
る
阿
衡
を
基
準
に
し
て
論
じ
よ
う
と
す
る
愛
成
・
月
雄
・

佐
世
の
意
見
は
妥
当
性
を
欠
く
と
論
じ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

広
相
が
こ
の
日
に
愁
文
を
提
出
し
た
事
情
、
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅

答
を
天
皇
の
本
意
に
乖
く
も
の
と
宣
言
す
る
改
正
詔
書
（
阿
衡
事
（
四
））
が
「
六

月
二
日
」
付
で
あ
る
こ
と
、
Ｈ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
六
月
二
日
の
出
来
事
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
考
察
す
る
。
と
に
か
く
も
宣
命
は
六
月
に
宣
布
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さ
れ
た
の
で
あ
り
、
天
皇
と
広
相
に
と
っ
て
不
利
な
決
着
と
な
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

（
Ｅ
）
九
月
十
日
条
（
阿
衡
事
件
の
発
端
か
ら
六
月
晦
日
大
祓
の
騒
動
ま
で
を
回

顧
）

【
本
文
】「
九
月
十
日
。
云
々
。
朕
之
博
士
是
鴻
儒
也
。
…
于
時
在
六
月
晦
日
、

…
天
下
嗷
々
自
此
始
也
。
但
其
実
否
所
不
知
矣
。」（
大
系
本
二
四
〇
頁
八
〜
一

一
行
目
）

　

天
皇
が
阿
衡
事
件
の
発
端
（
前
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
）
か
ら
今
年
六

月
二
十
九
日
の
大
祓
儀
に
当
た
っ
て
起
き
た
騒
動
ま
で
の
こ
と
を
回
顧
す
る
一

条
で
あ
る
。

「
朕
の
博
士
（
師
の
意
。
す
な
わ
ち
橘
広
相
）
は
大
学
者
で
あ
る
。（
で
あ
る
が
ゆ

え
に
）
太
政
大
臣
（
基
経
）
に
摂
政
（
執
政
の
意
）
す
る
こ
と
を
命
じ
る
詔
書
を

こ
の
人
（
広
相
）
に
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詔
書
の
文
章
は
美
麗
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
い
た
ず
ら
に
阿
衡
と
い
う
句
を
用
い
た
た
め
、
邪
臣
達
が
群

れ
を
な
し
、
そ
の
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
託
け
て
論
難
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
公
卿
以
下
の
官
人
達
は
（
広
相
が
「
阿
衡
」
の
句

を
用
い
て
勅
答
を
書
い
た
の
は
天
皇
の
本
意
に
違
う
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、

改
め
て
基
経
に
執
政
を
命
じ
た
六
月
の
宣
命
を
踏
ま
え
て
）
無
理
矢
理
に
広
相
の

こ
と
を
有
罪
の
人
だ
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
六
月
晦
日
（
二
十
九
日
）
は
、

公
卿
が
一
人
も
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
外
記
達
は
太
政
大
臣
の
邸

宅
に
出
か
け
て
処
分
を
請
う
た
と
こ
ろ
、『
広
相
朝
臣
に
告
げ
よ
（
広
相
が
執
り

行
え
ば
よ
い
の
だ
）』
と
仰
せ
た
の
で
あ
る
。
外
記
達
が
そ
の
こ
と
を
広
相
に
告

げ
る
と
、
広
相
は
天
皇
に
報
告
し
て
裁
断
を
仰
ぐ
と
答
え
、
朕
の
所
に
や
っ
て

き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
朕
は
（
広
相
に
）
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
件
か
ら
天
下
が
騒
然
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
実
否
に
つ
い
て

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。」

　

最
後
の
部
分
の
、
天
皇
の
広
相
に
対
す
る
命
令
と
「
但
其
実
否
所
不
知
矣
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
図
と
意
味
を
正
確
に
取
る
こ
と
が
難
し
い
。
命
令
の
意

図
は
、
広
相
が
一
人
で
大
祓
の
儀
を
執
り
行
え
ば
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
紛
糾
の

元
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。「
但
其
実
否
所
不
知
矣
」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
外
記
達
が
基
経
に
処
分
を
請
い
、
基
経
の
指
図
が
広
相
に
伝
え

ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
天
皇
は
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

Ｅ
が
書
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
Ｆ
と
合
わ
せ
て
述
べ
た
い
。

（
Ｆ
）
九
月
十
七
日
条
（
天
皇
が
書
状
を
基
経
に
送
る
）

【
本
文
】「
十
七
日
。
朕
博
士
之
事
、
命
送
太
政
大
臣
。
其
辞
曰
。
…
如
此
之
旨
、

示
送
太
政
大
臣
。」（
大
系
本
二
四
〇
頁
一
一
行
目
〜
二
四
一
頁
二
行
目
）

　

天
皇
が
事
件
を
回
顧
し
つ
つ
、
広
相
の
処
遇
に
つ
い
て
善
処
す
る
よ
う
に
命

じ
る
書
状
を
基
経
に
送
っ
た
こ
と
を
記
す
。
基
経
が
太
政
官
政
務
を
拒
否
す
る

に
至
る
一
件
と
、
学
者
達
の
対
論
の
一
件
と
が
記
さ
れ
る
。
後
者
は
六
月
一
日

に
御
前
で
行
わ
せ
た
対
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
先
の
日
（「
先
日
」）、
太
政
大
臣
が
参
入
し
た
時
、
詳
し
い
事
柄
（「
具
事
」）

を
時
平
朝
臣
に
示
し
た
が
、
そ
の
後
、
世
間
が
万
事
騒
然
と
な
り
、
ま
し
て
や

朝
政
も
滞
っ
て
し
ま
い
、
天
下
が
愁
苦
し
た
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
を
左
大
臣
（
源
融
）
に
尋
ね
る
と
次
の
よ
う
に
答
え
た
。『
そ

の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
諸
務
が
猥
り
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
（「
一

日
」）、
希
（
右
少
弁
源
希
）
が
報
告
し
ま
し
た
。〝
太
政
官
の
こ
と
を
申
し
上
げ

る
た
め
に
太
政
大
臣
の
家
に
参
向
し
た
と
こ
ろ
、
前
日
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た

太
政
官
の
史
の
座
が
取
り
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
（
太
政
大
臣
家

の
人
）
を
通
じ
て
一
箇
条
ず
つ
申
し
上
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、大
臣
か
ら
‘
阿

衡
に
つ
い
て
の
説
明
を
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
の
か
。
何
の
た
め
に
や
っ
て

き
た
の
か
’
と
の
お
答
え
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
‘
そ
の
よ
う
な
説
明
は
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
’
と
申
し
上
げ
、
黙
っ
て
空
し
く
帰
参
し
ま
し
た
〞

と
』。

　

そ
の
後
、
明
経
博
士
愛
成
（
善
淵
愛
成
）、
助
教
月
雄
（
中
原
月
雄
）、
左
少

弁
佐
世
（
藤
原
佐
世
）
等
と
広
相
朝
臣
（
橘
広
相
）
を
対
論
さ
せ
て
、
然
る
べ

き
典
拠
を
提
示
し
て
、
そ
れ
に
基
く
学
問
的
見
解
を
述
べ
る
よ
う
求
め
た
。
愛

成
等
は
奏
上
し
て
申
し
た
。『
阿
衡
と
い
う
の
は
三
公
の
官
名
で
あ
っ
て
、
執

当
す
る
所
（
具
体
的
な
職
掌
）
が
無
い
も
の
で
す
』
と
。
但
し
、
三
公
の
こ
と

に
つ
い
て
彼
等
が
古
典
か
ら
引
用
し
て
申
し
た
意
見
に
は
、吾
が
博
士
（
広
相
）

が
説
明
し
た
こ
と
を
誤
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
左
大
臣
は
『
双
方
が

我
が
論
に
理
が
あ
る
と
主
張
し
て
相
手
方
の
主
張
に
承
伏
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
陣
頭
に
退
い
て
、
そ
こ
で
弁
じ
さ
せ
、
尋
ね
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
』
と
申
し
た
。（
し
か
し
、退
出
し
て
間
も
な
く
）
俄
に
御
前
に
戻
っ
て
き
て
、

『
無
知
な
私
に
は
両
論
の
是
非
を
弁
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
喧
嘩
に
な
っ

て
し
ま
い
、止
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
』
と
申
し
た
。（
そ
こ
で
）
さ
ら
に
（
再

び
御
前
に
双
方
を
召
し
て
）
阿
衡
の
こ
と
を
博
士
（
広
相
）
に
問
う
て
み
た
。
博

士
が
（
自
説
を
述
べ
、
相
手
方
に
）
問
う
こ
と
、
も
と
の
（
御
前
で
の
議
論
の
）

通
り
で
あ
っ
た
し
、
対
す
る
佐
世
の
答
え
も
先
の
通
り
で
あ
っ
た
。
問
答
に
は

悉
く
を
詳
ら
か
に
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
朕
は
内
心
に
鬱
憤
が
た
ま
り
、

し
ば
ら
く
し
て
御
前
で
の
議
論
も
嗷
嗷
と
し
た
収
拾
の
付
か
な
い
も
の
と
な

り
、
決
着
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
旨
を
書
き
記
し
て
太
政
大
臣
の
許
に
送
り
付
け
た
の
で
あ
る
。」

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
今
日
に
至
っ
た
天
皇
の
窮
状
を
書
簡
に
書
き
記
し
て
、

基
経
に
送
り
付
け
、
広
相
の
処
遇
に
つ
い
て
の
善
処
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
段
落
に
記
さ
れ
て
い
る
学
者
達
の
対
論
の
こ
と
は
、
六
月
一
日
に
御
前

で
行
わ
せ
た
対
論
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
Ｂ
の
六
月
一
日
条
に
は
見
え
な
い
経

過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
御
前
で
議
論
を
一
旦
行
わ
せ
た
も
の
の
、
決

着
が
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
後
の
部
分
で
あ
る
。
陣
頭
で
の
吟
味
を

試
み
た
が
収
拾
が
付
か
ず
、
再
度
御
前
で
議
論
さ
せ
た
が
、
そ
こ
で
も
結
局
は

収
拾
が
付
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
Ｂ
に
見
え
る
よ
う
な
、
融
を
派
遣
し
て
前
詔
の
心
の
如
く
に
万
事
を
行
う

よ
う
に
伝
え
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
運
び
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

課
題
と
な
る
の
は
、
第
一
・
二
段
落
の
記
述
内
容
が
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
段
落
の
「
先
日
」
と
は
何
時
の
日
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
政
大
臣

基
経
が
参
入
し
た
時
に
、
天
皇
が
基
経
の
子
時
平
（
蔵
人
頭
右
近
衛
権
中
将
。

仁
和
三
年
で
十
七
歳
）
に
示
し
た
「
具
事
」
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
推
測
が
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可
能
で
あ
る
。
そ
の
後
で
世
間
が
騒
然
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
Ａ

の
項
で
紹
介
し
た
米
田
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
経
は
宇
多
天
皇
の
踐
祚
の
時

か
ら
、
自
ら
の
執
政
と
し
て
の
処
遇
に
つ
い
て
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
こ
の
「
先
日
」
の
時
点
で
既
に
基
経
は
阿
衡
に
つ
い
て
の
疑
義

を
持
っ
て
お
り
、
天
皇
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
阿
衡
の
語
に
込
め
た
天
皇
の
真
意（
勅
答
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

光
孝
朝
と
同
様
に
執
政
の
任
に
当
た
る
こ
と
を
命
じ
た
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日

詔
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
）
を
伝
え
よ
う
と
し
た
、
そ
の
こ
と
を

「
具
事
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
基
経
は
納
得
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
間
が
騒
然
と
な
っ
た

と
い
う
の
は
、
学
者
達
を
中
心
と
す
る
阿
衡
に
つ
い
て
の
議
論
が
激
し
く
な

り
、
貴
族
社
会
全
体
が
そ
の
こ
と
で
持
ち
き
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
焚
き
付
け
た
の
も
基
経
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
彼
自
身
が
示
し
た
行
為
が
、
第
二
段
落
に
見
え
る
「
一
日
」、
自

邸
に
や
っ
て
き
た
希
に
対
し
て
阿
衡
問
題
を
口
実
と
し
て
官
奏
へ
の
関
与
を
拒

否
し
（
Ｈ
に
見
え
る
希
と
基
経
の
間
の
問
答
も
こ
れ
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で

あ
ろ
う
）、
朝
政
を
滞
ら
せ
、
天
下
を
愁
苦
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、「
先
日
」
が
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
に
勅
答
が
出
さ

れ
て
以
後
で
あ
る
こ
と
、「
一
日
」
が
阿
衡
に
つ
い
て
の
議
論
が
朝
廷
を
舞
台

と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
最
初
に
確
認
で
き
る
仁
和
四
年
四
月
二
十
八
日
（
阿

衡
事
（
二
）
の
最
初
に
収
め
ら
れ
て
い
る
勘
文
が
提
出
さ
れ
た
日
）
以
前
で
あ
る

こ
と
以
上
に
、
こ
の
両
日
を
具
体
的
に
絞
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
で
は
『
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
の
特
に
五
月
十
五
日
か
ら
事
件
の

解
決
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
に
重
心
を
お
く
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
推
論
は
別
稿
で
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

Ｅ
の
九
月
十
日
条
、
Ｆ
の
九
月
十
七
日
条
が
書
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
米

田
氏
は
、
前
年
閏
十
一
月
二
十
六
日
の
勅
答
を
改
め
る
詔
書
を
六
月
二
日
（
米

田
氏
は
二
日
宣
布
説
）
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
原
因
の
追
及
、
つ

ま
り
は
広
相
の
責
任
に
つ
い
て
の
追
及
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
解

し
、
十
七
日
に
天
皇
が
基
経
に
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
も
は
や
阿

衡
の
処
置
が
ひ
っ
く
り
返
る
も
の
で
は
な
い
が
、
広
相
を
処
分
せ
よ
と
の
強
硬

論
が
渦
巻
く
中
で
の
一
つ
の
対
処
方
法
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

７
）。

従
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
に
は
広
相
を
擁
護
す
る
心
情
と
若
干
の
自
己
弁
護
、
Ｆ
に
記

さ
れ
た
書
簡
に
は
、
事
件
の
経
過
を
回
顧
す
る
形
を
取
り
な
が
ら
、
広
相
を
擁

護
す
る
心
情
と
、
自
分
が
こ
の
よ
う
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
基
経
に
察
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
心
情
が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
Ｇ
）
十
月
二
十
七
日
条
（
基
経
と
の
往
復
書
簡
で
紛
争
解
消
を
確
認
し
、
広
相
に

公
務
復
帰
を
命
じ
る
）

【
本
文
】「
十
月
廿
七
日
。
云
々
。
朕
博
士
月
来
蒙
冤
屈
、…
酉
二
刻
。
…
」（
大

系
本
二
四
一
頁
二
〜
七
行
目
）

　

天
皇
が
基
経
に
書
状
を
送
っ
て
本
懐
を
述
べ
、
基
経
か
ら
の
報
奏
を
受
け
取

り
、
事
件
が
解
決
し
た
と
安
堵
し
、
広
相
を
呼
び
寄
せ
て
そ
の
こ
と
を
告
げ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
を
理
解
す
る
に
は
、
既
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
き
た
事
実
関



366

係
、
す
な
わ
ち
、
天
皇
と
基
経
と
の
間
で
妥
協
が
成
立
し
た
こ
と
を
押
さ
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

十
月
六
日
、
天
皇
は
基
経
の
娘
温
子
を
入
内
さ
せ
（『
日
本
紀
略
』・『
一
代
要

記
』・『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』・『
陰
陽
吉
凶
抄
』〔
後
二
書
は
『
大
日
本
史
料
』

第
一
編
別
冊
二
、
一
一
〜
一
三
頁
に
よ
る
〕）、
九
日
に
は
女
御
と
し
た
（『
日
本
紀

略
』・『
一
代
要
記
』）。『
日
本
紀
略
』
九
日
条
に
は
更
衣
温
子
を
女
御
と
し
た
と

記
し
、
事
実
と
す
れ
ば
六
日
に
は
更
衣
と
し
て
入
内
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
同
書
十
三
日
条
に
も
温
子
を
女
御
と
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
が
、「
御

記
曰
。
九
日
。
以
温
子
為
女
御
云
々
。」
と
い
う
本
注
が
あ
り
、『
史
料
』
一
三

八
頁
（
仁
和
四
年
十
月
六
日
条
）
が
「
十
三
日
ハ
誤
ナ
ラ
ン
」
と
注
記
す
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
（
但
し
、
そ
の
一
行
前
の
、
更
衣
温
子
を
女
御
に
し
た
『
日
本

紀
略
』
の
記
事
を
「
十
一
月
九
日
」
と
す
る
の
は
「
十
月
九
日
」
の
誤
り
で
あ
る
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
温
子
を
入
内
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
経
が
外
戚
政
策
を

展
開
す
る
こ
と
に
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

天
皇
が
こ
の
よ
う
な
妥
協
策
を
講
じ
た
の
は
、
十
月
初
め
の
頃
に
、
広
相
を

罰
す
べ
き
だ
と
い
う
政
界
世
論
が
極
度
に
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
天
皇
は
究
極
の
譲
歩
策
と
し
て
温
子
を
入
内
さ
せ
、
そ
れ
と
引
き
替
え

に
広
相
の
処
罰
取
り
や
め
を
基
経
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
基
経
も
妥
協
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
既
に
進
め
て
い
た
広
相
の
処
断
と
い
う
動
き
を
即
座
に
緩
め
る
こ
と
は
し

な
か
っ
た
。
十
月
十
三
日
、
橘
広
相
が
詔
書
を
作
り
誤
っ
た
罪
の
量
刑
勘
文
作

成
が
大
判
事
惟
宗
直
宗
・
明
法
博
士
凡
春
宗
等
に
命
じ
ら
れ
（『
日
本
紀
略
』）、

左
衛
門
少
志
桜
井
貞
世
・
右
大
史
兼
明
法
博
士
凡
春
宗
・
勘
解
由
次
官
兼
大
判

事
播
磨
大
掾
惟
宗
直
宗
の
連
名
に
よ
る
勘
文
が
十
五
日
付
で
作
成
さ
れ
て
い
る

（
阿
衡
事
（
五
））。
十
三
日
の
量
刑
命
令
が
出
さ
れ
た
後
で
、
天
皇
側
は
さ
ら
に

働
き
か
け
を
強
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
基
経
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
広
相
処
罰
の

世
論
を
あ
お
り
つ
つ
、
天
皇
か
ら
の
譲
歩
を
勝
ち
取
り
、
最
終
的
に
矛
先
を
収

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
話
が
『
御
記
』
に
つ
な
が
る
。

「
朕
の
博
士
（
広
相
）
は
数
箇
月
間
無
実
の
罪
で
屈
服
さ
せ
ら
れ
、
居
を
隠
し

て
仕
え
よ
う
と
し
な
い
。
朕
は
そ
の
こ
と
を
辛
く
思
う
こ
と
が
日
々
に
深
ま
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
書
状
を
太
政
大
臣
（
基
経
）
に
送
り
付
け
、
本
懐
を
述
べ

た
と
こ
ろ
、
報
奏
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

　

御
書
に
詳
し
く
お
書
き
の
旨
は
承
り
ま
し
た
。
広
相
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先

日
既
に
承
っ
た
こ
と
で
す
が
、
重
ね
て
の
仰
せ
を
確
か
に
賜
わ
り
ま
し
た
。
基

経
に
は
初
め
か
ら
意
趣
な
ど
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
小
の
こ
と
に
関
白

す
べ
し
と
い
う
恩
命
を
告
げ
る
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
詔
）
と
阿
衡

の
任
を
以
て
卿
の
任
と
せ
よ
と
告
げ
る
後
詔
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の

勅
答
）に
つ
い
て
、
そ
の
趣
が
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
た
め
、

暫
く
の
間
官
奏
を
見
な
か
っ
た
の
で
す
。（
与
え
ら
れ
て
も
い
な
い
権
限
を
振
る
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
）
慎
み
の
気
持
ち
で
そ
う
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、

他
意
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
去
る
六
月
に
善
か
ら
ざ

る
宣
命
が
宣
布
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
一
失
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
と

存
じ
ま
す
。
謹
ん
で
奏
上
し
ま
す
。」

　

基
経
の
報
奏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
、
天
皇
が
基
経
に
広
相
の
断
罪
を
行
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わ
な
い
こ
と
を
求
め
、
基
経
も
了
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
天
皇
の

書
状
は
、
広
相
を
公
務
に
復
帰
さ
せ
る
前
に
、
基
経
に
念
押
し
を
し
て
お
く
意

味
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
基
経
の
阿
衡
問
題
に
つ
い
て

の
言
及
は
彼
の
老
獪
さ
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
六

月
に
出
さ
れ
た
宣
命
に
つ
い
て
は
、
基
経
と
し
て
も
思
い
も
よ
ら
ぬ
相
手
方
の

失
策
と
い
う
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
の
よ
う

な
宣
命
を
出
し
た
ら
、
広
相
を
断
罪
し
て
く
れ
と
言
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
こ
ち
ら
側
と
し
て
も
断
罪
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
く
な
る
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
「
可
謂
当
時
之
一
失
」
に
込
め
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
、
皮
肉
を

込
め
た
教
育
的
配
慮
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
皇
は
基
経
の
報
奏
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
以
て
事
件
が
解
決
し
た
と
安
堵

し
た
。『
御
記
』
は
続
く
。

「
酉
の
二
刻
（
午
後
五
時
半
頃
）
に
、
勅
し
て
使
を
遣
っ
て
博
士
広
相
朝
臣
を
召

し
た
。
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
参
入
さ
せ
、竜
顔
に
召
し
て
勅
語
を
与
え
た
。『
不

善
の
こ
と
に
よ
り
、
長
ら
く
居
を
隠
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め

て
い
た
。
し
か
し
、事
は
遂
に
理
に
帰
し
た
の
だ
。
早
く
元
の
職（
参
議
左
大
弁
）

に
つ
い
て
、
太
政
官
の
こ
と
を
勤
仕
せ
よ
』
と
。
そ
こ
で
広
相
は
階
を
下
り
て

再
拝
し
た
。」

　

な
お
、
十
月
十
三
日
に
出
さ
れ
た
橘
広
相
の
罪
の
量
刑
命
令
か
ら
、
十
月
十

五
日
の
断
罪
勘
文
の
提
出
を
経
て
、
十
一
月
に
至
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

は
、
量
刑
勘
文
に
対
す
る
「
件
勘
文
未
進
之
前
、
有　

恩
詔
被
免
。仍
不
進
之
」

と
い
う
注
記
（
阿
衡
事
（
五
））、
Ｈ
の
十
一
月
三
日
条
、
菅
原
道
真
の
「
奉
昭

宣
公
書
」（
阿
衡
事（
六
））も
含
め
た
、よ
り
詳
細
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

第
三
章
で
検
討
す
る（

８
）。

（
Ｈ
）
十
一
月
三
日
条
（
事
件
を
回
顧
し
、
詔
書
を
改
め
て
施
行
し
た
こ
と
に
つ
い

て
長
大
息
す
る
）

【
本
文
】「
十
一
月
三
日
。
先
度
詔
書
参
議
広
相
朝
臣
所
作
也
。
…
右
少
弁
希
、

…
仍
召
対
広
相
朝
臣
与
佐
世
等
、
…
明
日
。
左
大
臣
進
奏
曰
。
…
朕
聴
此
言
、

不
肯
容
許
。
大
臣
固
請
。
然
則
不
可
知
。
速
誅
錯
可
防
之
未
然
。
…
」（
大
系

本
二
四
一
頁
七
〜
一
四
行
目
）

【
校
訂
】
①
「
然
則
」
に
つ
い
て
。
国
史
大
系
本
の
頭
注
に
は
「
然
、
原
作

、
今
意
改
」
と
あ
る
が
、『
史
料
』
は
「
芒
刺
」
と
す
る
（
一
一
一
頁
）。
後
述

す
る
意
訳
文
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
『
史
料
』
の
本
文
の
方
が
、
校
訂

本
文
と
し
て
は
合
理
的
で
あ
る（
宮
内
庁
書
陵
部
編『
皇
室
制
度
史
料
摂
政
二
』〔
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
〕、
一
七
七
頁
も
「
芒
刺
」
と
す
る
）。

　

事
件
の
発
端
、
官
奏
を
持
参
し
た
源
希
が
基
経
か
ら
阿
衡
に
つ
い
て
詰
問
さ

れ
た
日
の
こ
と
、
学
者
達
の
対
論
の
日
の
こ
と
、
融
か
ら
要
請
さ
れ
て
詔
書
を

改
め
て
施
行
し
た
こ
と
へ
の
後
悔
が
記
さ
れ
る
。

「
先
度
の
詔
書
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
は
参
議
広
相
朝
臣
が
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
二
度
目
の
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日

の
勅
答
）
も
同
人
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
卿
達
は
自
分
た

ち
に
触
れ
及
ば
ず
に
広
相
が
詔
書
作
成
に
当
た
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
広

相
を
誹
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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右
少
弁
希
（
源
希
）
が
官
奏
を
持
っ
て
太
政
大
臣
（
基
経
）
の
許
に
出
向
い

た
と
こ
ろ
、
大
臣
（
基
経
）
か
ら
先
に
尋
ね
て
き
た
。『
先
の
詔
旨
に
は
、
ま

ず
太
政
大
臣
に
関
白
し
て
、
そ
の
後
で
奏
し
、
下
せ
、
と
あ
る
。
後
の
詔
に

は
、
阿
衡
の
任
を
以
て
卿
の
任
と
せ
よ
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
』
と
。
こ
れ
は
彼
の
大
臣
（
基
経
）
が
希
に
会
っ
て
言
っ
た
こ
と
な
の
で

あ
る
。
希
は
答
え
た
。『
関
白
奏
下
と
阿
衡
と
は
そ
の
義
を
同
じ
く
す
る
と
思
っ

て
、（
執
奏
担
当
の
公
卿
が
天
皇
に
）
奏
上
す
る
前
に
、（
関
白
の
任
に
あ
る
太
政

大
臣
閣
下
に
）
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
』
と
。
朕
は
希
が
そ
の
よ
う
に
申
し

て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
希
を
召
し
出
し
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
奏

上
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
広
相
と
佐
世
等
を
召
し
出
し
て
対
論
さ
せ
、
詳
し
い
見
解
を
問
う

た
の
で
あ
る
。
佐
世
は
、（
広
相
が
）
阿
衡
の
語
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、（
太

政
大
臣
基
経
を
）
政
事
に
与
ら
せ
な
い
こ
と
を
意
図
し
た
文
章
と
し
て
書
い
た

こ
と
に
な
る
の
だ
と
答
弁
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
是
非
を
定
め
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
公
卿
達
は
皆
、
病
と
称
し
て
退
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
く
る
日
（「
明
日
」）
左
大
臣
（
源
融
）
が
進
み
出
て
奏
上
し
た
。『
太
政
大

臣
が
政
務
を
聴
か
な
く
な
っ
て
既
に
久
し
く
な
り
ま
し
た
。
速
や
か
に
権
謀
を

め
ぐ
ら
せ
、
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
）
を
改
め
て
施
行
す

る
べ
き
で
す
』
と
。
朕
は
こ
の
言
を
聴
き
、
許
容
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
大
臣

（
融
）
が
固
く
請
う
た
。『
こ
の
と
げ
の
あ
る
政
治
問
題
を
背
負
い
続
け
て
い
く

と
今
後
ど
の
よ
う
な
災
い
を
も
た
ら
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
勅
答
の

失
錯
を
消
し
去
っ
て
災
い
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
で
あ
り
ま
す
』
と
。
朕
は
遂
に

志
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
枉
げ
て
大
臣
の
請
に
従
っ
た
の
だ
。
濁
世
の

こ
と
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
長
大
息
す
る
べ
き
で
あ
る
。」

　

第
一
段
落
で
、
事
件
の
発
端
に
続
け
て
記
す
、
公
卿
達
が
広
相
を
誹
る
行
為

と
は
、
特
定
の
一
時
期
の
事
柄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
詔
書
が
天
皇
と
広
相
の

特
別
な
関
係
に
よ
り
、
公
卿
達
を
介
さ
ず
に
作
成
さ
れ
た
た
め
、
彼
等
が
広
相

の
こ
と
を
悪
し
様
に
言
っ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
が
阿
衡
事
件
の
発
端
か
ら
『
御

記
』
本
条
の
の
記
述
時
点
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
書
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

第
二
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
、
官
奏
を
持
参
し
た
源
希
に
対
し
、
基
経
が
阿

衡
に
つ
い
て
詰
問
し
た
一
件
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
に
見
え
る
二
人
の
問
答
の
一
件

と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｆ
で
は
二
人
が
人
を
介
し
て
問
答
し
た

と
記
し
て
お
り
、
直
接
問
答
し
た
と
い
う
書
き
方
の
Ｈ
と
は
厳
密
に
は
区
別
す

べ
き
で
あ
り
、
Ｈ
の
一
件
が
先
で
Ｆ
の
一
件
が
後
と
い
う
順
序
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
Ｆ
で
は
官
史
の
座
が
取
り
払
わ
れ
、
間
接
的
な
問
答
し
か
で
き
な
か
っ
た

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
基
経
の
主
張
は
Ｆ
・
Ｈ
と
も
に
阿
衡
問
題
の

解
決
無
し
に
太
政
官
政
務
に
は
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て

一
貫
し
て
お
り
、
二
つ
の
出
来
事
は
近
接
し
て
起
き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。

　

第
三
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
、
六
月
一
日
に
御
前
で
行
わ
れ
た
学
者
達
の
対

論
に
つ
い
て
の
記
述
は
短
い
が
、
Ｂ
・
Ｆ
に
見
え
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、一
同
が
御
前
か
ら
退
い
て
吟
味
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

公
卿
達
が
皆
病
と
称
し
て
退
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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第
四
段
落
の
「
明
日
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
第
三
段
落
に
続
く
内
容
で
あ

る
の
で
、
六
月
二
日
の
出
来
事
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
六
月
二
日
の
こ
と

は
同
日
の
日
記
が
Ｃ
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
内
容
が
こ

こ
に
見
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
大
臣
源
融
が
不
成
功
に
終

わ
っ
た
六
月
一
日
の
基
経
説
得
の
一
件
を
二
日
早
朝
に
復
命
し
た
後
、
同
日
中

に
詔
書
を
改
め
て
施
行
す
る
こ
と
を
天
皇
に
強
硬
に
進
言
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
皇
が
最
終
的
に
渋
々
承
諾
し
た
結
果
、
融
の
主
導
に
よ
り
、
広
相
が
関
与
で

き
な
い
条
件
の
下
で
詔
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
て
で
き
た
文

案
が
仁
和
四
年
六
月
二
日
の
詔
書（
阿
衡
事（
四
））と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
考
察

１　

仁
和
四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
と
改
正
詔
書
宣
布
日
の
問
題

　

Ｈ
の
日
付
の
問
題
を
糸
口
と
し
て
考
察
を
始
め
る
。
こ
の
記
事
は
阿
衡
事
に

お
け
る
『
御
記
』
抄
出
の
末
尾
、
仁
和
四
年
の
「
十
一
月
三
日
」
条
と
し
て
相

応
し
い
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
Ｈ
は
、
通
説
で
は
六
月
三
日
条
と
日
付
を
直
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
史
料
』
仁
和
四
年
六
月
二
日
条
（
綱

文
「
太
政
大
臣
藤
原
基
経
ニ
詔
シ
テ
、
阿
衡
ノ
文
、
叡
旨
ニ
乖
ク
ノ
意
ヲ
以
テ
シ
、

更
ニ
万
機
ヲ
関
白
セ
シ
ム
、」）
で
あ
る
。
同
書
は
Ｈ
を
関
係
史
料
と
し
て
引
用

す
る
際
、「
十（

六
カ
）一

月
三
日
、
先
度
詔
書
、
…
」
と
し
、「（
六
カ
）」
と
い
う
考
証

注
記
を
付
け
て
い
る
（
一
一
一
頁
）。

　

六
月
二
日
の
日
付
を
有
す
る
改
正
詔
書
（
阿
衡
事
（
四
））
が
同
日
中
に
宣
布

さ
れ
、
そ
の
翌
日
に
天
皇
が
長
大
息
す
べ
き
こ
と
だ
と
書
い
た
と
す
れ
ば
自
然

な
流
れ
で
あ
る
か
ら
、
Ｈ
の
「
十
一
月
三
日
」
を
「
六
月
三
日
」
と
改
め
て
読

む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
察
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
書
写
を

繰
り
返
す
過
程
で
「
六
」
が
「
十
一
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
考
慮
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
『
史
料
』
の
見
解
が
現
在
に
至
る
研
究
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
言
及

す
る
前
に
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
中
津
廣
昵
の
逸
文
収
集
に
よ
っ

て
編
集
さ
れ
た
『
宇
多
天
皇
御
記
』
に
遡
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
に
触
れ
て
お

き
た
い
。

　
『
宇
多
天
皇
御
記
』
は
『
歴
代
残
闕
日
記
』
の
巻
之
第
一
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
歴
代
残
闕
日
記
』（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
十
二
月
の
黒
川
春
村
の

序
あ
り
）
の
目
録
（
春
村
記
）
に
よ
れ
ば
、
廣
昵
は
幕
府
大
御
番
士
中
津
三
左

衛
門
某
の
二
男
で
、
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
〜
一
八
二
一
）
の
養
子
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
る
国
学
者
で
あ
る
。
保
己
一
の
伝
記
研
究
に
よ
れ
ば
、
廣
昵
が
塙
家

の
養
子
と
な
っ
た
の
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
で
、
同
十
年
頃
に
離
縁
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る）

9
（

。
廣
昵
は
『
宇
多
天
皇
御
記
』
だ
け
で
な
く
、『
醍
醐
天

皇
御
記
』・『
村
上
天
皇
御
記
』
も
編
集
し
、
そ
れ
ら
の
三
代
御
記
が
『
歴
代
残

闕
日
記
』
の
巻
之
第
一
・
二
・
三
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
津
廣
昵
の
業
績
を
増
補
訂
正
し
た
の
が
和
田
英
松
氏
（
一
八
六
五
〜
一
九

三
七
）
で
あ
る
。
近
代
初
期
歴
史
学
の
碩
学
和
田
氏
は
、
三
代
御
記
の
増
補
訂

正
版
を
『
続
々
群
書
類
従
』
第
五
記
録
部
（
明
治
四
十
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
刊
）

と
列
聖
全
集
『
宸
記
集
』
上
巻
（
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
〕
刊
）
に
収
め
た
の
で
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あ
る
。
我
々
が
三
代
御
記
を
研
究
す
る
際
に
日
頃
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
、
増
補

史
料
大
成
『
歴
代
宸
記
』
や
所
功
氏
編
の
『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
三
代
御
記
は
『
宸
記
集
』
上
巻
の
複
製
版
な
の
で
あ
る）
10
（

。
ま
た
、
和

田
氏
は
明
治
四
十
年
〜
昭
和
八
年
（
一
九
〇
七
〜
一
九
三
三
）
の
間
、
史
料
編

纂
官
の
任
に
あ
っ
て
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
〜
五
編
の
編
纂
に
当
た
っ
た）

11
（

。

従
っ
て
、
第
一
編
之
一
（
大
正
十
一
年
〔
一
九
二
二
〕
刊
）
の
編
纂
に
も
縁
が
深

い
わ
け
で
、
同
氏
の
三
代
御
記
研
究
の
成
果
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
か
ら
『
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
を
抄
出

し
た
部
分
を
見
て
み
る
と
、

五
月
十
五
日
条
↓
六
月
朔
日
条
↓
六
月
二
日
条
↓
六
月
三
日
条
（「
十
一

月
三
日
」
の
日
付
を
改
め
、
移
動
さ
せ
る
）
↓
六
月
五
日
条
↓
九
月
十
日
条

↓
九
月
十
七
日
条
↓
十
月
二
十
七
日
条

と
す
る
こ
と
は
、
中
津
廣
昵
か
ら
和
田
氏
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
廣
昵
が
見
た
『
政
事
要
略
』
の
Ｈ
の
部
分
が
「
六
月
三
日
」

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
阿
衡
事
件
の
仁
和
四
年
六
月
に
お
け
る
展
開
を
最
も
合

理
的
に
跡
付
け
る
『
御
記
』
本
文
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、そ
の
よ
う
な
『
政

事
要
略
』
の
写
本
が
今
後
の
調
査
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
改
定
史
籍
集
覧
本
（
明
治
三
十
六
年
〔
一
九
〇
三
〕
刊
）、『
史

料
』
が
引
用
す
る
本
文
、新
訂
増
補
国
史
大
系
本
（
昭
和
十
年
〔
一
九
三
五
〕
刊
）

が
い
ず
れ
も
「
十
一
月
三
日
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
廣
昵
が
見

た
『
政
事
要
略
』
で
も
Ｈ
の
日
付
は
十
一
月
三
日
で
あ
り
、
そ
れ
に
考
証
を
加

え
て
六
月
三
日
と
改
め
て
配
列
し
た
可
能
性
が
相
当
程
度
高
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

筆
者
は
「
十
一
月
三
日
」
を
そ
の
ま
ま
の
日
付
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
立
場
で
後
に
考
察
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、『
史
料
』
の
考
証

注
記
が
中
津
廣
昵
に
源
を
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
し
、

そ
の
よ
う
な
先
学
の
緻
密
な
考
証
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

さ
て
、『
史
料
』
の
見
解
に
沿
っ
て
改
正
詔
書
が
六
月
二
日
に
宣
布
さ
れ
、

Ｈ
は
六
月
三
日
条
で
あ
る
と
理
解
し
て
阿
衡
事
件
を
考
察
し
た
論
考
と
し
て

は
、
所
功
氏
と
米
田
雄
介
氏
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

所
氏
は
『
御
記
』「
六
月
三
日
」
条
を
典
拠
と
し
て
、
六
月
二
日
に
改
正
詔

書
が
宣
布
さ
れ
、（
翌
日
に
）天
皇
が
そ
の
こ
と
を
長
大
息
す
べ
き
こ
と
だ
と『
御

記
』
に
書
い
た
と
理
解
し
、
菅
原
道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」（
阿
衡
事
（
六
））

に
見
え
る
「
六
月
七
日
宣
命
」
の
「
七
日
」
は
「
二
日
」
が
正
し
い
と
し
て
論

を
進
め
ら
れ
て
い
る）
12
（

。
米
田
氏
は
『
史
料
』
の
「
十
一
月
三
日
」
を
「
六
月
三

日
」
と
す
る
注
記
に
つ
い
て
、「
六
月
か
十
一
月
か
い
ず
れ
の
説
に
よ
る
べ
き

か
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、「『
大
日

本
史
料
』
に
い
う
よ
う
に
、
六
月
三
日
と
考
え
た
方
が
本
史
料
を
歴
史
的
経
緯

の
中
に
矛
盾
な
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
、
六
月
二
日
か
ら
三

日
の
流
れ
を
所
氏
と
同
様
に
理
解
し
、
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
の
橘
広
相
量
刑

勘
文
（
阿
衡
事
（
五
））
中
の
「
今
年
六
月
七
日
、
重
下
詔
書
」
と
、「
奉
昭
宣

公
書
」
中
の
「
六
月
七
日
宣
命
」
に
見
え
る
「
七
日
」、『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
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年
が
改
正
詔
書
宣
布
を
六
月
六
日
壬
申
条
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
い
と
ず
れ
も
「
二
日
」
が
正
し
く
、
書
写
の
間
に
「
二
」
が
変
じ
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る）

13
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
氏
共
に
六
月
二
日
の
改
正
詔
書
が
『
御
記
』「
六
月

三
日
」条
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、

『
政
事
要
略
』
の
編
者
惟
宗
允
亮
が
、「
六
月
三
日
」
条
が
改
正
詔
書
を
引
用
し

て
い
る
た
め
に
、『
御
記
』
抄
出
の
末
尾
に
移
し
替
え
た
と
も
考
え
ら
れ
、
十

月
二
十
七
日
条
の
後
ろ
に
あ
る
こ
と
も
災
い
し
て
書
写
の
過
程
で
「
十
一
月
三

日
」
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
、『
史
料
』、
遡
っ
て
は
中
津
廣
昵
の
考
証
に
も
そ
の
よ
う
な
論
理
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
改
正
詔
書
が
『
御
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。『
政
事
要
略
』
が
『
御
記
』
は
五
月
十
五
日

条
か
ら
十
一
月
三
日
条
ま
で
を
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
抄
出
し
、『
御
記
』
抄
出

の
後
ろ
に
、『
御
記
』
と
は
別
の
資
料
群
か
ら
改
正
詔
書
を
引
用
し
た
と
考
え

る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
『
史
料
』の
考
証
注
記
と
そ
れ
に
沿
っ
て
六
月
二
日
か
ら
三
日
の
流
れ
を
追
っ

た
論
説
は
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
序
で
参
照
文
献
と
し
て
掲
げ
た
坂
上
氏
の
論
文
で
は
、『
御
記
』
の
仁
和

四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
を
取
り
上
げ
る
際
、『
史
料
』
と
同
様
に
「
十
一
」

に
「（
六
カ
）」
と
い
う
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る）
14
（

。

　

し
か
し
、
改
正
詔
書
の
宣
布
を
六
月
七
日
と
述
べ
る
論
文
や
叙
述
も
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
上
に
紹
介
し
た
所
氏
も
、「〝
寛
平
の
治
〞
の
再
検

討
」
で
は
六
月
七
日
宣
布
と
解
し
て
い
る
。
し
か
も
、
論
文
の
初
出
時
点
で

は
、
阿
衡
事
所
引
の
「
仁
和
四
年
六
月
二
日
詔
書
」
に
つ
い
て
「
二
日
は
七
日

の
誤
写
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
Ｈ
の
記
事
を
『
御
記
』
の
「
十
一
月
三
日
条
」

と
し
て
掲
出
し
て
い
る）

15
（

。
目
崎
徳
衛
氏
は
、
改
正
詔
書
の
宣
布
さ
れ
た
の
が
六

月
二
・
六
・
七
日
の
「
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
明
ら
か
で
な
い
」
と
述
べ
（「
十

一
月
三
日
」
条
に
つ
い
て
は
六
月
の
記
述
と
解
し
て
い
る）
16
（

）、
阿
部
猛
氏）
17
（

と
ロ
バ
ー

ト
・
ボ
ー
ゲ
ン
氏）
18
（

は
六
月
七
日
宣
布
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。

　

な
お
、
佐
々
木
恵
介
氏
は
、
改
正
詔
書
の
宣
布
日
に
つ
い
て
六
月
の
何
日
と

は
明
示
せ
ず
、
Ｈ
の
記
事
に
つ
い
て
、
天
皇
が
「
こ
の
詔
が
出
さ
れ
る
直
前
の

日
記
に
」「
そ
の
鬱
屈
し
た
心
情
を
書
き
付
け
」
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
Ｈ

を
六
月
の
日
記
と
み
な
す
理
解
を
提
示
し
つ
つ
も
、
宣
布
日
に
つ
い
て
は
含
み

を
残
し
た
叙
述
（
二
日
と
は
断
定
し
な
い
叙
述
）
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る）
19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、改
正
詔
書
の
宣
布
日
に
つ
い
て
は
、六
月
七
日（
ま
た
は
六
日
）

と
す
る
論
者
も
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
者
は
関
係
史
料
の
総
体
的
な

把
握
を
文
章
化
し
て
い
な
い
た
め
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
改
正
詔
書
の
日
付
「
六
月
二
日
」
と
宣
布
に
関
す
る
記
述
に
見

え
る
「
六
月
七
日
（
ま
た
は
六
日
）」
を
両
方
認
め
、
文
案
は
二
日
に
作
成
さ
れ

た
が
、
宣
布
さ
れ
た
の
は
七
日
（
ま
た
は
六
日
）
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

筆
者
な
り
に
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
橘
広
相
が
愁

文
を
提
出
し
た
Ｄ
六
月
五
日
条
の
位
置
付
け
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
広
相

の
提
起
し
た
反
論
の
書
状
が
五
日
に
天
皇
の
元
に
届
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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と
は
、
六
月
二
日
に
改
正
詔
書
の
文
案
が
で
き
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

し
て
も
、
ま
だ
宣
布
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
抵
抗
運
動
と
理
解
す
る
こ

と
が
可
能
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
宣
布
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
可
能

な
運
動
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
え
思
う
の
で
あ
る
。
広
相
が
、
改
正
詔
書
が
作

成
さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
得
た
り
、
天
皇
経
由
で
文
案
を
見
せ
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
し
て
危
機
感
を
抱
き
、
学
問
上
の
議
論
と
し
て
の
反
論
を
書
い
て
天
皇
に

提
出
し
、
宣
布
差
し
止
め
を
働
き
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
み
た

い
。
二
日
に
宣
布
が
な
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
後
で
広
相
が
愁
文
を
提
出
し

て
も
全
く
無
駄
な
抵
抗
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

Ｈ
を
仁
和
四
年
六
月
三
日
条
と
み
な
し
、
天
皇
が
六
月
二
日
に
改
正
詔
書
の

作
成
を
認
め
、
宣
布
も
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
記
述
と
す
る
解
釈

は
極
め
て
合
理
的
で
あ
り
、
今
後
と
も
通
説
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
前
提
と
し
て
改
正
詔
書
が
六
月
二
日
に
宣
布
さ
れ
た
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
万
全
で
は
な
い
以
上
、
鉄
案
と
ま
で
は
言
え
な

い
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。『
政
事
要
略
』の
本
文
調
査
の
深
化
な
ど
に
よ
っ

て
問
題
解
決
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
天
皇
が
Ｈ
に
記
し
た
後
悔
の
念
が
六
月
の
改
正
詔
書
作
成
時
か
ら
の

感
情
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
者
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
念
が
十
一

月
三
日
に
至
っ
て
も
消
え
な
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
広
相
断
罪
問
題
の
未
解
決
、
道
真
の
「
奉
昭
宣

公
書
」
の
理
解
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
節

で
述
べ
て
み
た
い
。

２　

仁
和
四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
と
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
関
係

　

道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」（
阿
衡
事
（
六
））
は
、
天
皇
を
支
え
た
功
績
が
基

経
に
勝
る
広
相
を
罪
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
強
い
調
子
で
論
じ
る
文
章
で
基
経

に
説
得
を
試
み
た
書
状
で
あ
り
、
阿
衡
事
件
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て
、
道
真

の
学
識
や
人
柄
を
物
語
る
史
料
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

が
阿
衡
事
件
の
解
決
に
ど
の
程
度
の
効
力
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
た

れ
て
き
た
史
料
で
も
あ
っ
た
。

　

文
中
に
「
某
今
月
日
偸
入
皇
城
」・「
去
十
月
。
大
臣
命
明
法
博
士
云
。
定
広

相
所
当
之
罪
名
。
諸
人
云
々
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
今
月
日
」
と
は
仁
和

四
年
の
十
一
月
ま
た
は
十
二
月
と
な
り
、
天
皇
が
事
件
の
大
筋
で
の
解
決
を
確

信
し
た
十
月
二
十
七
日
よ
り
も
後
の
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

坂
本
太
郎
氏
が
「
内
容
か
ら
い
う
と
、
十
一
月
に
な
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。
そ
う
す
る
と
時
日
の
関
係
か
ら
、
基
経
の
翻
意
の
役
に
は
立
た

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る）

20
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
の
が
、
最
も
穏
当
な
解
釈
で
あ
る
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
れ
で
も
道
真
の
活
躍
の
実
効
性
を
裏
付
け
る
余
地
を
探
ろ
う
と
す
る
先
行

研
究
も
あ
っ
た
。

　

彌
永
貞
三
氏）
21
（

は
、
十
一
月
以
降
の
も
の
と
見
ざ
る
を
得
な
い「
奉
昭
宣
公
書
」

が
事
件
解
決
に
果
た
し
た
効
力
に
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
考
察
を
進
め
、
阿
衡
事

件
が
遅
く
と
も
十
月
二
十
七
日
に
は
解
決
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
道
真
が

平
安
京
で
活
動
す
る
こ
と
の
で
き
た
期
間
の
幅
を
十
月
初
め
か
ら
十
一
月
末
ま

で
の
間
と
絞
り
込
み）

22
（

、
次
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
。「
道
真
は
十
月
の
は
じ
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め
に
急
ぎ
旅
立
っ
て
上
京
し
、
阿
衡
事
件
の
情
報
を
き
き
、
そ
の
解
決
に
奔
走

し
、
数
日
滞
在
し
た
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
の
だ
と
思
う
」
と
。
所
功
氏
は
、
阿

衡
事
件
が
十
月
中
下
旬
に
解
決
し
て
い
る
か
ら
、「
奉
昭
宣
公
書
」の「
去
十
月
」

は
「
去
十
日
」
の
誤
写
で
あ
り
、「
今
月
日
」
を
十
月
の
あ
る
日
（
上
旬
か
）

と
見
た
上
で
、
道
真
は
十
月
早
々
に
上
京
し
て
事
件
の
情
況
を
把
握
し
、
十
日

に
基
経
が
明
法
博
士
達
に
広
相
の
罪
名
調
査
を
命
じ
た
こ
と
を
聞
く
に
及
び

（
惟
宗
直
宗
等
が
召
し
出
さ
れ
た
の
は
十
三
日
）、
そ
の
罪
名
勘
文
の
内
容
を
知
り

え
た
十
五
日
に
近
い
時
点
で
「
奉
昭
宣
公
書
」
を
基
経
に
奉
呈
し
た
と
論
じ
て

い
る）
23
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
奉
昭
宣
公
書
」
の
「
去
十
月
」
が
持
つ
問
題
を
、
彌
永

氏
の
よ
う
に
棚
上
げ
に
し
て
論
を
進
め
た
り
（
但
し
、
道
真
の
活
動
可
能
期
間
を

『
菅
家
文
草
』
か
ら
絞
り
込
ん
だ
点
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
）、
所
氏
の
よ
う

に
「
去
十
月
」
を
「
去
十
日
」
に
改
め
て
し
ま
う
論
（
十
日
と
十
三
日
の
段
階

設
定
に
も
不
自
然
さ
を
感
じ
る
）
に
は
疑
問
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
去
十
月
」
を
そ
の
ま
ま
で
理
解
す
る
解
釈
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が

最
も
穏
当
な
解
釈
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
奉
昭
宣
公
書
」
が
十
一
月
に
入
京
し
た
道
真
に
よ
っ
て
書
か

れ
、
そ
れ
が
政
治
的
に
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
、
ど
の

程
度
の
不
自
然
さ
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
阿
衡
事
件
が
大
筋
で
解
決
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
遺
症
は

残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
温
子
を
後
宮
に
迎
え
る
と
い

う
妥
協
に
よ
っ
て
天
皇
と
基
経
が
和
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
両
者
の
間
の

裏
取
引
で
あ
っ
て
、
建
前
と
し
て
の
阿
衡
問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
十
月
二
十
七
日
に
広
相
が
天
皇
か
ら
召
し
出
さ
れ
、
出
仕
を
再
開

し
た
後
で
も
、
天
皇
と
広
相
を
取
り
巻
く
情
況
が
一
気
に
好
転
し
た
わ
け
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

十
月
十
五
日
の
量
刑
勘
文
（
阿
衡
事
（
五
））
に
は
「
件
勘
文
未
進
之
前
、
有

　

恩
詔
被
免
。
仍
不
進
之
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
。
そ
れ
が
勘
文
に
付
随
し
て

記
さ
れ
た
当
時
の
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
勘
文
を
『
政
事

要
略
』
の
編
者
惟
宗
允
亮
が
引
用
し
た
と
認
め
る
な
ら
ば
、
天
皇
に
奏
上
し
て

決
裁
を
仰
ぐ
前
に
、
天
皇
が
恩
詔
を
下
し
て
罪
を
問
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、

と
い
う
運
び
と
な
る
の
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
注
記
は
允
亮
が
付
け
た
『
政
事
要

略
』
の
地
の
文
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
正
式
の
免
罪
が
な

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
十
月
十
五
日
前
後
に
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
は
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
文
中
に
は
、
十
月
の
勘
文
提
出
命
令
を
承
け
て
提
出
さ

れ
た
量
刑
勘
文
に
、
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
に
基
づ
く
勘
文
と
詐
欺
律
詐
為
詔

書
条
に
基
づ
く
勘
文
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
が
阿
衡
事（
五
）

の
勘
文
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
「
奉
昭
宣
公
書
」

の
時
点
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
皇
が
恩
詔
を
下
し
て
罪
を

問
わ
な
い
こ
と
が
正
式
に
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

道
真
は
基
経
に
「
大
府
先
出
施
仁
之
命
、
諸
卿
早
停
断
罪
之
宣
」
と
説
得
を
試

み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
十
一
月
に
入
っ
て
も
広
相
断
罪
論
の
蒸
し
返
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し
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
（
基
経
に
と
っ
て
は
そ
れ
を
放
置
し
て

お
く
方
が
好
ま
し
か
っ
た
と
さ
え
言
え
よ
う
）。
情
勢
が
望
ん
だ
よ
う
に
速
く
好

転
し
な
い
こ
と
を
気
に
病
ん
だ
天
皇
が
、
元
を
た
ど
れ
ば
六
月
に
改
正
詔
書
を

あ
の
文
面
で
出
し
た
こ
と
へ
の
後
悔
の
念
を
あ
ら
た
め
て
抱
き
、
そ
れ
を
十
一

月
三
日
の
日
記
と
し
て
書
き
付
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
事
件
の

こ
と
を
憂
え
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
十
一
月
に
入
京
し
た
道
真
が
「
奉
昭
宣

公
書
」
を
基
経
に
送
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

阿
衡
事（
五
）の
勘
文
に
付
記
さ
れ
た「
件
勘
文
未
進
之
前
、有　

恩
詔
被
免
。

仍
不
進
之
」
が
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
書
か

れ
て
い
る
恩
詔
に
よ
る
免
罪
は
十
月
二
十
七
日
以
前
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
十
一
月
に
下
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る

（
正
式
な
免
罪
が
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
済
ま
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
）。

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
行
っ
た
考
察
と
提
示
し
た
私
見
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
私
見

に
は
強
く
主
張
す
る
だ
け
の
根
拠
に
乏
し
い
面
が
多
く
、
通
説
と
は
別
の
考
え

方
に
も
成
立
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ー

ゲ
ン
氏
が
阿
衡
事
件
解
決
の
経
過
に
つ
い
て
、

　
　

Surviving evidence is inadequate to perm
it a definite conclu-

sion.　
（
残
さ
れ
て
い
る
証
拠
史
料
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
明
確
な
結
論

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）

と
述
べ
た）
24
（

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、『
御
記
』・
詔
勅
・
阿

衡
勘
文
に
見
え
る
中
国
古
典
に
関
す
る
記
述
と
広
相
断
罪
勘
文
の
法
理
を
正
確

に
理
解
し
、
解
釈
す
る
こ
と
を
加
味
し
、
事
件
の
経
過
を
検
討
し
直
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

注（
１
） 

諸
先
学
に
よ
る
関
白
に
関
す
る
重
厚
な
研
究
史
を
詳
細
に
紹
介
し
、
是
非
を
論

じ
る
こ
と
は
筆
者
の
力
量
を
超
え
る
。
こ
こ
で
は
、
坂
上
康
俊
「
関
白
の
成
立
過
程
」

（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
下
巻
』〔
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
〕
所
収
）
を
挙
げ
る
に
止
め
て
お
く
。

（
２
） 

以
上
三
件
の
史
料
は
後
述
す
る
『
政
事
要
略
』
巻
第
三
十
、
阿
衡
事
所
収
の
も

の
で
あ
る
（
後
述
の
阿
衡
事
（
一
））。
以
下
の
阿
衡
事
件
の
概
要
に
関
す
る
記
述
で
出

典
を
断
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、『
宇
多
天
皇
御
記
』
に
つ
い

て
は
何
月
何
日
条
で
あ
る
か
を
付
記
す
る
。

（
３
） 

米
田
雄
介「
太
政
大
臣
の
系
譜―

摂
関
制
の
成
立―

」（『
摂
関
制
の
成
立
と
展
開
』

〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
〕
所
収
）、
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
。

（
４
） 

『
吉
口
伝
』
に
見
え
る
「
仁
和
寛
平
御
記
」
に
は
、
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
に

書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
照
宣
公
」（
昭
宣
公
基
経
）
の
書
状
の
文
章
「
今
日
即
位
。

天
晴
、
香
煙
直
入
碧
霄
、
風
閑
、
虹
旗
不
動
地
上
。
還
疑
尭
舜
柴
燎
之
秋
。
小
人
幸
甚

云
々
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
（
元
弘
二
年
〔
北
朝
年
号
の
元
徳
四
年
。
一
三
三
二
〕
三
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月
二
十
二
日
に
太
政
官
庁
で
挙
行
さ
れ
た
光
厳
天
皇
の
即
位
式
に
つ
い
て
、
二
十
六
日

に
吉
田
定
房
が
語
っ
た
談
話
の
中
に
見
え
る
）、
和
田
英
松
氏
に
よ
っ
て
『
宇
多
天
皇

御
記
』
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
条
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
（『
続
々
群
書
類
従
』

第
五
記
録
部
、
列
聖
全
集
『
宸
記
集
』
上
巻
）。
即
位
当
日
に
天
皇
と
基
経
の
間
で
遣

り
取
り
さ
れ
た
書
状
の
文
章
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

（
５
） 

こ
の
「
幸
遇
无
為
之
世
、
当
作
少
事
之
臣
」
の
部
分
が
仁
和
三
年
閏
十
一
月

二
十
六
日
の
辞
表
の
文
言
に
基
づ
く
こ
と
は
、
注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
〇
四
頁
に
指

摘
が
あ
る
。

（
６
） 

阿
衡
事
（
二
）
の
中
原
月
雄
・
善
淵
愛
成
連
名
の
四
月
二
十
八
日
勘
文
が
こ
れ

に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
７
） 

注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
一
〇
頁
。

（
８
） 

但
し
、
こ
の
十
月
二
十
七
日
条
を
十
一
月
二
十
七
日
条
の
誤
り
で
は
な
い
か
と

す
る
和
田
英
松
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
言
及
し
て
お
く
。
和
田
氏
は
十
一
月
以

後
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
記
述
内
容
が
広
相
の
不
出
仕
状

態
継
続
を
物
語
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
多
天
皇
が
広
相
を
召
し
出
し

て
出
仕
を
命
じ
た
本
条
の
記
述
は
十
月
二
十
七
日
時
点
の
も
の
に
似
つ
か
わ
し
く
な

く
、
十
一
月
の
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
し
か
し
、
十
月
中
に
広
相
の
出
仕
が
再
開

し
た
後
で
も
阿
衡
事
件
の
し
こ
り
が
残
り
、
そ
の
た
め
に
十
一
月
以
降
に
「
奉
昭
宣
公

書
」
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
以
上
（
第
三
章
で
私
見
を
述
べ
る
）、

『
御
記
』の
日
付
を
一
か
月
遅
ら
せ
て
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。和
田
英
松「
藤

原
基
経
阿
衡
に
就
て
」（『
中
央
史
壇
』
第
一
二
巻
第
四
号
、
一
九
二
六
年
）
を
参
照
。

（
９
） 

太
田
善
麿
『
塙
保
己
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
七
四
〜
七
九
頁
。

（
10
） 

『
歴
代
宸
記
』（『
増
補
史
料
大
成
』
一
、
臨
川
書
店
、一
九
六
五
年
）、
所
功
編
『
三

代
御
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）。
な
お
、
後
者
に
は
所
氏
に
よ
る

新
補
逸
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一
年
）、

五
一
三
〜
五
一
四
頁
。

（
12
） 

所
功
「
阿
衡
紛
議
と
菅
原
道
真
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』〔
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
）、
四
八
五
〜
四
八
六
、
四
八
八
〜
四
八
九
頁
。

（
13
） 

注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
、
一
二
一
頁
注
57
。

（
14
） 

注
１
前
掲
坂
上
論
文
、
三
三
五
・
三
四
五
頁
。

（
15
） 

所
功
「〝
寛
平
の
治
〞
の
再
検
討
」（『
菅
原
道
真
の
実
像
』〔
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
二
年
〕
所
収
）、
七
六
頁
。
初
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